







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































整理番号　　機関名　学科部局名 専　任 兼　任 非常勤 その他









































q 1日本語教育関係カリキュラム 　　　　　　　　　　　　　，’日本語教育関係授業授講留学生数 ・
日　本　語 日本事情 教員研修予備教育 学部 研究 日研 教員 予備、 聴講 総留学生数
正　規　　補　講
日本語・
日本文化 （1） （2） （3） （4） （5） （6）
o 2 4 2
O O
O o’ ユ2?
o ！亨o ○ O 幻 ? ?o す 2 無 2 ク‘
O ○ o 2 5 8
o 2ζ 3
o 6 2 2
O o s ?
0 〈つ 264
o 5　“）
o o 9 3
o 3 ・
○ 2? o 0 2 ?
o o ?




o o 1 ? ? 2




o o o ’4 2 2 20o “O o 9 ? 2 z ? ?
o o O 9 39 すク．o 98 26
o o 0
o o O ? ? 46o O o 2 2 6 ?
o ? 2／ 22
○





　　　・■・●　　　　　　　、教 育 担 当　者
整理番号　　　機関名　学科部局名 専　任 兼　任 非常動 その
（a） （b） （c） （d）
31　　　弘前大学　教育学部












日　本　語 日本事情 教員研修 予備教育 学部 研究 日研 教員 予備 聴舗 総留学生数
正　規 補　講
日本語・
日本文化 （1） （2） （3） （4） （5） （6）
○ O o 2 2
o o o o 8 ‘4 80
o 2 　　▼2
o 0 O 9 ? 4
O
o 6 3
O 0 o O 5 ！7 2 〃す
O o ／5 6 39














一趨2ジエ7一 ’ ロヴプ　重＝ビデ　琴　入’　　“　°　ジエ　　ー ！ レシ　・ま　　＝曲～重→断「オ　　　亀
レコー“つ゜しイ々一 ビ物編隻董貰
o 　　　　　　　　　　　　9’一コ゜乙コ＿二二5ごL　（才一つ9ン，打仁ット） ’ ン　㌔ジラτtぐそト1一
0　　　　　　　3ミ‘　，　｜6ミ1 追

























































o ズー“一へい“フ。ロジ’7　一 ’ ロツア追＝ビそ’　琴　八
0 ’　　ド　゜ロジ乙　　一 1レシ　麹→断㌘
コー“ つ゜しイ々一 物編集蒙重
’ 一 フ゜しコー　“」　（スr－↑ン．†1ヒヴト ’ ン　㌧ジ’ボ》ラFl一







対繊 鯵相先 麹鞠 遂望 聾 、　誠女鋤む 幽 融襲






































　　　　　、、一 、“一　“　　°ロジエ　　ー ’ ロッつ゜　　＝ビぞ　　彦　入’9 ’　　“　°ロジ’：』　　一 1レシ　　ヂ　L三螂墾→じ1’「瀦’　　〉
つ一“ つ゜レ　々一 ピ物編隻乏遣
’ 一 フ゜しコー　’L　（うr一つ゜ン，打也ット ’ ン㌔ジ〔ポラLη一?
　　　　　　　　90 　　　Bミ1．1白ミ’ 追
Q ’ レビ 0 つ・ヨイ　ー　孝≒〔．粟文．o ’“　斑三コー　㌻一　　U、VHS．べ一「ナマ・ッ7ズ 一ド　”ロ杉ヅ寸一　　瞳ロ申
















一（4 ≧〔　o 〔o） ’　　　　1、重
♪rば o Z 4 ? Pg・初マチ入Pノ日蔀瀦λ」　イ乍鱈イド ヌ方イド胡●’≧　　’
o ? ’日歩　γr4おん占 1
獅蒔 o ．抽か』（弓紛．1緬麺G）照、nコ⑭ z」㊦しづ一《，（lOw） 目結据〔　重 酬哨
? 念 繍 o 6 乙 ? ア本紹右ゴ．1．　。品H必椥工久鴫¢ ’ イしっ’φz　　“　　2「0 2 ? ? P　モ　　　　　　　　　タ ｝
0 2 ? ? d‥申杉炊穆科・　萎乞2 1
? 目歩彬ラ　門 Z 〃 ? 観し含彦 亥
』日萎叉化 補 2×9 ?
? ? ? ? ? O　l揃じ．おイ嚇∠ピ 諸．




1（4 目歩夕 補 （乙 4 ’レ・跡瀦占
｝
???、
? 4 ? 『 2⑰ピD　　』｝鴨　お謄 〒一？？
〃　（叉法 ? Z ? 4 『 　　　　　　　　．z　 　刷．　 工，正貞
・
マ
目　咳 4 3 ? ’比5iCコ　肥蠕2一㎞w五×七 〒イ????





? ? 乙 ” 4 r W㎞ω1ぴγ陥r』2〆，肱直． 〒弓’
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　　　　　“一 、“一 い　　σロジエ　　ー o ’ ロヴつ’　　5ビ”　　吉　入
’　　“　°ロジエ　　ー zレシ　　劣　二三』醜1→｛プ’「オ’













































































一 、“一　、、“ス゜ヒ〕ジエ　　ー ’ ロツプー 追＝ビぞ　彦　八芝置
o ’　ド　゜ロジ’エ　　ー zレシ　　皇違＝胡～重→ヒご’『オ’　　，　・
コー“・フ゜しイ却一 ビ微編隻乏置
o ’ 一一7°しコー　“」　（うr一マ゜ン，†1tこット o ’ ン　㌧ジラ粛ラト1一
1。 ロ史　機　　宮ミ1．1’ミ，1 o 蜜











封眺 姓典辿鞠 旦口敦ぢ 騒 幻雄む 硫4楓孫l　　l
24 ?















































一 、“一　“　“フ。ロジエ　　ー ’ ロツプ鑓＝ビぞ　琴　入
’　ド　゜ロジ’エ　　ー zしシ　噴已」蛭→断宅’冒
コー“ rl°しイ々一 ビ物編集鑓Q 　　　　　　　　　　　●’一フ゜しコー　’L　（rズーアン．打仁ット ’ ン　㌔ジ♂T｛ぐそF、一
目搬　　8ミ1．胎ミ・1 ●










対眺 ・目先 馳 喘　塾 凶透建 園＿撞堂随⊥鑑猛庭 擁 願担
（1） 目歩方　1
? 3 ? 乙 イ惇り”1シ　　　　．そ一つ゜ビそr、　田違傍姦 一 怖　コ4
〃　　］［ Z 1 ? 3 6仏　イペ泊　　巌続 一 1
亥 、 「　　　　　七、d　　　㎎立（司 2 κ） 4 一
1㌦・Y工入占
? 、 z 乙 ｛o ’　z　証 一
（4 彦 、 z ? 『躰瀦勃　　「日双ρ一　（ロ人の一 一 1



















◇｜才∨＿へ．・・ロジェ7一 o ’ ロツつ゜ 乏遣・ビそ・　琴　入’
O ’　　ド　゜ロジ：』　　一 1レシ　ー〉o レコー“アしイ々一 9 ビ材編集遁
Q ’ 一 フ゜しコ’　“」　　プーフ゜ン，fltちット 9 ’ ン　㌔ジラポラト1一



















































































o コー“一アしイ々一 o ビ微編隻え遣
o ’ 一一7°し⊇一　　㌔一　（づ「一一アン，†1セ」ット o ’ ン　㌔・ジンrぱラLll一
目幽趨　　　ミ1．1ちミ・1） o
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封眺 ．・盈旦蝉イ叫聡 ，当致唱 蜘」継随⊥盈麺鮎・ 撫孟 働麟一　11
1．ユ 日誤　工i2，2 （ぐ） β　　と侭と巳　　』　P口　　　い憩
1 ？今便
?
．2　．2 三セ z 『王一 代・β　今〉■　．’・今
i 64イ
匝A　22 う　勾 1 　”N　　　一　ヒ“o一　η　　　　によ51 ㍍一　　　　一’▲ 取’




… 212三，　　　　『 σ　1詩・　　　e　／z凶… ｜
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一 v一　い　“θロジェ7　－・ ’ ロツつ’　　ゴビデ　　亡　八
O ’　　　　　　“　　　o　　　、　“　　　　　ン：』　　　　一 1レシ　　　　　＝蝶　　→げ’「オ’
　　、〉コー　一アレ　ぷ一 ピ微編集乏置
o ’ 一フ゜しコー　㌔　（う～一アン，；也ット ’ ン　㌔ジ”7にラト1一
目　　　　　　Bミ1，16ミ1













鮪殼 こ目先 輸 ? 』敦望 聾 …鋤む 咀 担蓮
ω 目俸瀦工 Z “　　　フ ’　ぴ，1品　’∫ビパ 一
? ? ?
∂ 〃
? 唐　・属刀．・ 一 訪ユ叫前瑚 1磁L i
? 本咳証 1 Z 鮎う 3 ゲ≧z　乏窃≧ 一
｛
? 〃　　］正 〃 〃 ? ? ・，’ ．口　　妾θ　習　　　　　　　　一 〒’アL卍（
4鋤1ζ
）
? A　ZZ （乙） 3 漆　　多’・　レん物 一
〃　　　　　　〃
? ? 1　　〃 ? θ’ 杖欲彦 一｛　　　1：　　　1 （繊 1膓’ ）
…｛ψ｝　斯・clzz 乙） 3 戦　θロ本♂「政ラ協制 一1クi　“　P? ? ? 4 バ目か魯・ピ泊 一 ，　　　　　　｝… （揃瑚 1鴇 ｝
i　　　　l
1同1赤ユ　　　　’z　　、　ラ げ　　　　　　七　　　　　　～¢遙































9 プー、“一ヘシ上’ス゜ロジェ7　一 ’ ロヅア竃遣＝ビデ才琴之入一z置
’　ド　゜ロジ：レ　　ー 1レシ∨i－一ビ徹’　＾
コー㍉7°しイ㎏一 ピそ劣編隻i遁
o ’ 一 フ゜し∠コ＿二二三Z♪一　（スτ一アン，打｛ニット） O 一 ン　㌔ジそだラト1一｜
ロ　　襟　　3ミ1，1ちミリ 鍾…童望
‘9 ン レtゴ つ・ラ，f　一　千セ．露文．















鯵生 愛緯目先 ? 嬬 ，旦激望 党麟 ロ⊥透艶庭 11謡　　・融塾
昨猪〉
“1 彩4舷 1 1 ’‘一！ 一
〃 多　ラ
? ? ? ? 隊　1’パ　　層‘　’“ 一
? 膓宏 ? ? 〔の ? 1シF 一z フ　　ヨ ? ? 0 考笈　イ剣勺’ド 一
? 、vの謝． 〃 （司 ? つ・・レト　　　　　　　　　　　　1一
｝メ」じ 彌、 1回’4命） 1
1ほ 1 1 o▲ン 一 l　l，｝　　¶膓θ ? 〃 ・　1“ 加 留イ刻打，・　　　　　　　　　　｝一 ｜





1祷 ， 偏　　1　｛z 1 〔の つ゜llシト ＿　　ハ
? “　｛　iラ ? 〃 ? ? 一 12 　　　　‘〃 葡鋤夕 ? 〃 10 ’　　　　　　　　　　　1－1
1暑 日和　葛4じ㈲1ヂ ? ・ 苦！－F懐・・1，ン　　　　　1－1
? 〃　　　性 〃 ? ? ? ? 一 ；　1
2 〃　　f ? ? 〃 0 ? 一 1
f 亀 ? ? 乙 4 σ1ン 一
〃
? ? ? ? ? ? 一24 ? 〃 ? ? lo ? 一
（2 旧編浦　協級 鮪 11　乙 「　レい目　≧』
? 〃　　〔 〃 ? ? 『　杉’レ・日秦緒」　　　2田っ。・7 ?
〃 ”　　　L 4

























』一ジェ7一 ’ ロッずζ置＝ビデ　オ　入O ’　三ユ地乞一 zレシ　　幽→断W
コー“ つ゜レイ㎏一 ピ獄編隻蒙遁
o 　　　　　　　　o’－7°し竺ニユニ：ヨ㌻一　（プ’つ゜ン，杓｛ニット o 一 ン　㌔ジラ7｛ぐそト1一























































o 互二∫∨一へ、一旦一 ’ ロツコ゜一 遣＝ビぞ　零　入i重











封魁 茎」邑目趾馳覧二担当ヨ焔 竪 蛭始施む 』獺 融捕1　　　　一?
（3）
? 2 （の P　　　方　　　　　：　　　　　　　　　　　　　．，、 睦々　≧
・．1．力 閉イ多1A　2　．
? 方 2 ? ? 「“髪　巴、　　の　徹・　1’ 節
堵一　1“宏・±　」　　　・夕‘
弟．彩佛ゾ．
? 瀦　1 Z ? ? 口’　　一’ゾ　シイζ∫吻　　引・i 姥　一凝4のll寸じ　　ム、ぜ　　　φ 1
！　　　　1 髭謬解レ．夕　吃、ラフる 1　｛
〃　1諦　　コ’11 2 ? ? v　wコム　　2－A　ピ㎏wT粛 1御・つヂ
l　　　　l　lloハろ ） ，“弓｜v己ωw免t帆　“ε4¢．t帆　ぴiρ直















? ? ? ⑳ 『　　　　　　　　　　　　　　　、 乏
? ≧　　1〃 η 〃 1 ア　　　　　ク●　　　　、　　　　　≧　　　　　　．　　　イ　　　．1　一 2 11
? 目　　孝　i・
?























一 フ゜　コー　　㌔一　（ス「一つ◆ン，打t乙ット ’ ン　㌔ジ”dぐラF1一





































ズニ正v一　一　“°ロジニ7　一 ’ ロツフ゜ 1貰＝ビそ’　吉　入z置　　　　　　　　　　　フ1　否
o ’　ド　゜ロジ’シ　　ー 1レシ　　鋤→じ人’“’
o コー“ つ⑬し　ぺ1一 9 ビ廿編集と置
9 ’ 一 フ゜しコー　“一　（っτ一つ゜ン．杓t乙ット） 〔 ン　㌧ジ”寸ぐラF1一
ロ　　機　　Bミ、、1ちミ11） o 麓［室


















































































9 ラ｛一　∨一　　＿」三’フ。tコジェ7　一 ’ ロツつ’鍾＝ビデ　ピ　入　　　　　　　　　　　　　、1
’　ド　゜ロジ’シ　　ー 1レシ　ー→ビ脅
コー“ つ゜しイ々一 ビ微編隻麦遣
o ’ 一 フ゜しニコ＿二5三“一　（スr’ρアン，打セLット o ’ ン　㌔ジラ訳ラト1一

















封眺， ’〔イ 喘遁 繊贈 麩＿挺魎隻滋皇・ 聯後 融描、、　　　　　　　　　　l　　l
（1） ｛目杏老 z　z イ杉　田 ? r7　　曽　≧　　　イ?
・ 銘・磁・ン・

































































































































一　、“一　　＿　“フ゜ロジェ7　一 ’ ロヅプ’ 鑓＝ビ牢　客　入遁
’　　“°ロジづ，　一 z　シ　劣　＝蜻～　→じご’劣　　”
＿レコー“つ゜レ　々一 o ピ獄編隻遁
o 　　　　　　　　　　　　’’ 一 フ゜　コー　“一（才一アン，†1ヒット） o ’ ン　㌔ジ’寸ぐそト1一
ロ　圭裳　Bミ1．16ミll）
｜
0 ’ レ　　“ つ・ライ　ー　孝叉．藁玄． ｝












封眺 受麺目先輿曙 幽遠始 蹟聾一■ 叢1鵬雌艶庭 蜘協 融翻｜















1　，　　31 z ω　　1 〃 l　l，　｝　　　‘）1 Z 彦　hち 方 （ち0后）0　　　　04r）　　方　　30照…　　｛







































’二ニコ巴し：コー　“」　（づr一つ゜ン，†1t：ット） 9 一 ン　㌔ジ’ラポラLt一






















































o ’　　　　　　“　　　o　　　　、　、、　　　　　ン工　　　　一 zレシー→断冤’畜0 コー“ つ゜しイ々一 ピ微編隻蒙置
9 ’ 一 フ゜　コー　　㌻一　（才一つ9ン，打仁ット o ’ ン　㌔ジラボごつFt一






















































































封聾生 受斑…邑目先、勤正　　　－一一一一 鞠 旦激男 蜘＿醐⊥盈塩庭 搬融遍1 ｝　　8
（う（4｛レ 託v　T躯 0 （ロ 『　　　　・£　　　　・ 主
亘”2（班1 6 ?
3（46 　　　　．↓．　〔工 4 ’　ψ 「　　彩　咋イ　・∨
? 孝し　｜　エ） z ? ? 『　n　　・　　　　　　　、　　　　　　　　　P　　　の
為箇　A鋭 z ? ?
≧　　　惨（工 z ?
z　角　　∬ ：乙 ? ?
（4） 才　笛　4（正 z ? 階2　　“’ 1
3）（4｛ら1叉ぽ1エ） Z ．　1　・　・　　　　　巨．H．励，．） 1
1’隊2ω z　　　　多
4）1才ピ3 z！　　ラ　　　　， 7、 ｜



































＿血ピコ』一 1レシ　皇遣こ速⑨→ビ’誉’一一 o レつ一“つ゜しイ却一 ビ柑編＝o ’ 一 マ゜Lユニ』Z㌔　（イー↑ン，寸1t三ット o ’ ン　㌧ジ’甘ぐラト1一
　　　i一 ロ　趨（＿Bミ‘，16ミリ） 違













封眺 圭魁鎚蝉位覧 ，当頃纏 一 ＿搬随⊥激熔豆舷変 撫著 願協備
…
（り 目添〔瀦（憐 4 1必　　ヂ ? 目瀦sラ宏彬亀　　’占言　．fト方．z亮 手1’レコザ
? 〃　　　　　診 2 Z ‘　　ζω 6 厚生乃☆レ解’卜．　の杷 ?
“　1　〃　（碑） z z ’ち峯 ? 曽　　　’レポート．孝　’勤他 ．　1
?








〃1　“　z暑）2 2 ・　1レ 茜ρ田を論　　　　　　　　　　l　　l











































幽生 茎呈目先1 証聡 ，滋緒 聾 」鯉1随⊥盈鷺鎧主 搬 願旗1　　｛
（4） 目歩2ら　ピ Z （乙） 14 1　　＿『 一 ，9レ1
1
? ノ　　　玉 ? ? ? 「“耐ゆλ繍例おNo』1砿呪ζね御一 コーチ
? 麟瀦頬　子 ? 4 ? 多　　　　疲 1　　一 竺巴1




































＿，蟷亘臓雛 （　　一　“、＝　　3．タイ2，マし一シア2． ｛ ）＿＿＿幽盤生 （ZL鏡．望
t…芦　七 ・しZt、万わ“．　1多目燕 ｛手4《「≡乙、、工い
」L並多蛙鬼
0 一　、“一　　〉　“つ。ロジ’7　一 0 ’ ロッア　　　＝ビぞ　　彦　入
0 z　ド　゜　ジ，　　一 0 1レシ　→劣　」三幽→ヒご’“　　　一
0 コー“ つ9レ　々一 0 　　　　　　　　　　一ピそオ編集0 ’ 一フ゜　コー　㌔　プ’アン．†］巴ット o ’ ン　㌔ジラポラト1一0 目　　　　　　　ミt．16ミ1 0











・ 目先 蹄 む 赤
㈲ 目　　　　川 4．ζ 3 イ杉梁階 允 ・3磁　・「z　硯・マイロ　赫 一 マイ艮≠ゲしつ
’　　　多）
? z 援・　ロ 0 硫　老　魂｛袈 一 一　　　　　・携な法瀬 1．㌣ 1 4イ 1ぢ ．　zi〔デゑ　　多） 一 一
瀦看・（申 151 磁 2Z1鋭・　・老’梅w鶴重 一 一






ネ賃諏窟 1．与 1 杉 22 、多〆ス　’ジ赤そレピ） 一 ヤでロ　…そノアレつ　’
梶磁（ L写 （峯暑榎間嶺¢“）
｜
’　　　ヒ 1一ぢ 1 薙 lz 壷　，斑’じおう昂の砂・ 一 一
目溝翻¶識篇ω 5 香昇霞閑詣也パ 1
〃　　　12 、ぢ
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≧ 弓〔諸 1、ぢ
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村・舩ロ 「目赫移の才号払（千） 一 一
老　　B 補 10 1ち 『日歩緒♂　　　　　　”　．戯 一
乙
、 10 3ち P白携拮多虎碑”1．正　　　〃　’ 一
Z 3 1ト宅 一 1
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皿．　調査項目13のまとめ
1．日本語教育に関して、現状の抱える問題点（とその対策）
教官について
専任教官の欠如．日本語教育に熱意のある非篇勘のみで担当。自己負担で教材づくり．
サラリーマンの精神ではやっていけない。
専任がいないため学外講師に依存。しかし謝金が少ない。従って充分な授業時間の設
定が不可能。開講可能な授業時間数が年度・学期により不安定．一貫したプログラム
づくりの実現困難。専任確保が急務。
受入れ留学生増により授業時間数が多くなり、非常勤への依存率が高くなる。非常勤
の教官の場合には日本語教育の統一・継続性がない。非常勤であるため、日本語教育
者間の交流の機会がない。
在籍留学生約400にもかかわらず専任の日本語教官皆無。大学としての国際交流問題
に真剣に取組んでいるのか否か。
専任教官がいないため専門外教官で担当。従って充分な指導ができない。各教官の職
務の負担増．専任教官の必要性。
量・質共に教授陣が充実していない．しかし対策は皆無。一方、学生のレベルは多様
である．特に地方では教師を求めることが困難．
日本語教育担当者と専門分野の教育者との協力関係がない。初期教育から専門教育へ
の移行が上手くいっていない。
日本語教育のみではなく、留学生に必要な各専門分野の指導教官の不足。留学生本人
　　　　　　　　　　　　　　　一103一
　の能力よりも受入れの余裕（枠）があるかどうかが問題である。
　県の予算の関係で中南米日系留学生を受入れているが、関係教官の個人的な協力・指
　導で切り抜けている。
学習者について
　最低一年の日本語初歩の学習を受験資格の条件としているが、一年生の日本語能力の
　バラツキが問題。大学に実験実習の実学重視の傾向がある場合、日本語に対する学習
　意欲がみられない。
　留学生受入れ時期（4月、10月、1月、その他）の違いにより正規の前期・後期の授
　業では途中から受講せざるを得ない。
　大学推薦の国費留学生には日本語力ゼロで受入れられ、その後の日本語教育の配慮な
　しというケースがある。文部省・大学が何故チェックしないのか疑問である。
　学部進学コースでは日本語既習者が一人でもいるとクラス編成・時間割が困難。
　日研コース（10月～翌9月）が時間割編成上、入学式・修了式などの年間行事の面か
　らも繁雑さを増している。大学の授業をとる場合にも後期からで中途半端である。
　日本語学や日本語教授法を専門とする研究留学生ζこ日本語のできない者が多すぎる。
　特にアジアからの学生の場合、研究について白紙からの指導の必要性がある。
　研究生の場合に、英語等を使って研究が中途半端になりがち。対策は？
　教育研修留学生の場合
　一専門が英語の場合にも日本語教育を受けねばならない。
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一 日本語教育を受けることを知らないで留学した学生がいる場合、学習動機不充分．
一 全教員研修留学生が1クラスで受講。漢字圏、非漢字圏、初級者、中級者など日本
語能力のバラツキ大。
－ 4月スタート時に中級レベルに入れないため、日本語学習進度遅れ、生活、講義に
おいて要求されるレベルとの差大。
カリキュラムについて
留学生の日本語能力に応じた多面的授業内容が組めない。非漢字圏留学生には集中訓
練方式をとりたいが制度上不可能。
外国語の一つとして日本語が開講されているため教養部以外に所属する学生の受講が
制限される。対策として、学生の必要に応じた自主教材（テープ付）の貸与などによ
り独習してもらう窮余の策をとっている。
大学院生・研究生に必要な日本語のコースは学生部による臨時のもののみ。研究留学
生の入学時期・入学目的・国・年令などの多様性により、適切なクラス編成が困難。
予算の余裕なし。
国費非漢字圏留学生の場合、日本語能力不足のまま院に進学。大学院課程には正規に
日本語の単位をとるカリキュラムなし。研究が円滑に進まず、中途半端に終わるもの
多。6か月で国の背景の異なる初心者の日本語を仕上げること、困難。
留学生が各学部にまたがっているため授業時間・目的を学生に合わせること、困難．
日本語を6か月～1年学んでも専門の講義・ゼミナール・指導教官との議論には到底
ついていけない。専門の内容は英語に切換えて対処している。
日本語のカリキュラムと学部・大学院の授業とが競合する場合、どちらを優先させる
か。研究生の場合は問題とならないが正規の学生の場合は問題となる。
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現在、留学生に要求している日本語能力は日常生活に必要なr話す・聞く」の能力で
あり、講義も英語、論文も英語でよいことになっているが、相互理解を深める為には
日本語の論文を読み、書く能力を与えるべきである。そのために、日本語の自主教材
の充実をはかると共に専任日本語教師の定員要求をしている。
教材・設備について
母語別教材・専門別教材が必要である。中級以上の教材が全面的に貧弱。楽しく読め
る読解教材の作成が必要。Visual教材を程度の高いものにし、授業に活用する必要が
ある。教材の収集（ビデオなど）が困難。
研究留学生の場合、平均年令が30才以上であるため、学部留学生の教科書は不適。
研究留学生用6か月コースの教材編集が必要。非漢字系学習者には6か月で350字が
精一杯。
東南アジアの学生が多いため、辞書（例えばインドネシア→日、日→インドネシア）
の問題多。
辞典不足。専門科目に関する適切な指導書がない。
学生数の増大に対し設備が不充分（控室、教室、事務室）。留学生は定員枠外。従っ
て、留学生教育施設要求の際、積算基準がゼ［島総合大学での日本語教育施設の充実
は難。
予算について
日本語教育を補講として行っている．毎年の予算が少ない。長期間の開設、不可能。
留学生の増大に伴う予算の増額を望む。
教官任用の謝金の確保が困難。予算の内示が遅い。
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2．日本語教育に関して、将来に予測される問題点（とその対策）
教官について
　少なくとも修士号をもつ日本語教育の専門家が緊要になる．海外での需要に答え多量
　の教員を養成しなければならないが、海外での一定期聞の勤務を終え、帰国後の就職
　難が予想される。現地での専門家を留学させ教育することに比重をおく方がよい。
　留学生の増大に対処する日本語教育の専門家養成が困難。国内と国外の日本語教育の
　連携を緊密にする必要がある。
　学生部の臨時日本語クラスの講師になる人の確保が困難。留学生数の増大で手がまわ
　りかねる。
カリキュラムについて
　学位の要望が高まっている。学位のとれる日本語教育関係カリキュラムが必要。
　帰国子女の特別入学制度で入学する日本人学生のための日本語教育カリキュラムが必
　要となろう．
　教員研修生には本人の専門と日本語教育とを関連させるべきである．
　地方大学の日本語教育は将来といわず現在既に破綻をきたしているのではないか。政
　府の抜本的施策をまつ．
　B本語教育に対する科学的、学術的研究の促進、日本語教育の専門家の組織的養成が
　急務。
　日本文化・日本事情に関する科目の取組み方はどうするか。
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　学部・大学院研究生を合わせ300人近く留学生がいるにもかかわらず、日本語教育と
　　して総括する組織がない。留学生センターのようなところで日本語のカリキュラム
　の編成が必要。
その他
　留学生の文部省による強制配置は本人のためにならない。
　留学生数の増大に伴い、奨学金の問題を検討する必要がある。
　留学生の多様化による環境適応の問題。寒い地方での寮の問題。
3．日本語担当教官と大学における他部局・本部との関係（関心の有無・協力の有無等）
　　概してもて余し気味である。定員外の余計な荷物という態度で留学生に対している。
　文化講義などを通じ各学部の協力を得ている。
　　大学側の関心は高まってきている。しかし、日本語担当教官として学内外のあらゆる
　会議への出席・報告、諸規則の改定・作成等に関与しなければならない。その負担が
　　重い。
　　日本語の授業を受講しなくとも日本語に慣れるものだと考える教官が多い。
　留学生を受入れている教官は特定の人で、そこに負担がかかっている。
　　留学生の実情にうとい。制度的には学生国際交流委員会があるが、動きはにぶく、個
　　人、個人の理解を深めていかざるを得ないのが現状である。
　　教官は協力的であるが、事務体制の不備が問題。本部の留学生部、国際主幹、学部の
　　学生係など、方々に分散していて連絡が密でない。
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留学生別科の特殊事情に対する理解が得られにくい。
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